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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人福祉セン

ター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除く），港区在宅サ

ービスセンター（弁天２-１５-１），築港在宅サービスステーション（築港２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-

１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），

韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６），港カギ防犯センター（港晴 1-4-8,磯路 2-11-3） 
 

  

 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★圧倒されながらもパワーをもらったのは

「港区成人の日記念のつどい」（１頁）。毎年の

ことながら、中学時代のスライド上映や恩師の

はなむけの辞には、本人たちのみならず、記者

も胸キュン。その新たな旅立ちへの決意を訊く

「新成人ぶっつけインタビュー」（１４頁）では心

を洗濯。社会に人生にそれぞれの言葉で夢と

希望を語る姿が眩しく懐かしく、記者を遥かな

青春時代へタイムスリップさせてくれました。 

★そんな若者の旅立ちも、しっかりした行政あ

ってのこと。それに区民の声を反映させようと

設けられた区政会議（６頁）。港区では「区役所

の入念な準備と委員の熱心な参加」（傍聴者

の感想）で回を重ねていますが、その中で地

域振興会やコミュニティ協会の在り方に鋭い

懸念や注文が出たのが注目されました。 

★新年は港区でも伝統行事が健在。墨の匂い

と子供らの姿勢が爽やかだった書き初め（３０

頁）、気迫の演武が冷気を裂いた武道奉納（３２

頁）。どちらも神社が舞台。日本人であること

に改めて気の引き締まる取材でした。 

★そんな生き生きした区民の動きを伝えたあ

とへ水を差すようで申し訳ないのですが、前

頁で告知したように、今号を以て本紙１９年の

歴史に終止符を打ちます。「よりよい港区づく

り」に多少の貢献はできたでしょうか。 
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